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地方独立行政法人総合病院国保旭中央病院年俸制    

を適用する正規職員及び任期付職員の年俸の計算 

及び支給に関する規程 

  平成28年４月１日 

改正 平成30年２月13日 

 （趣旨） 

第１条 この規程は、地方独立行政法人総合病院国保旭中央病院正規職員、任期付

職員及び再雇用職員就業規則（以下「就業規則」という。）第25条（給与等）の規

定により年俸制を適用する正規職員及び任期付職員の年俸に関し必要な事項を定

めるものとする。 

（年俸制の適用者） 

第２条 年俸制は、次の各号のいずれかに該当する正規職員及び任期付職員に適用

する。 

(１) 院長補佐以上の医師及び歯科医師 

 (２) 診療各科の長たる部長以上の医師及び歯科医師 

 (３) その他本人希望等により個別に年俸契約の合意をした医師及び歯科医師 

（年俸の種類） 

第３条 年俸の種類は、基本年俸、業績年俸とする。 

２ 年俸制を適用する正規職員及び任期付職員には、地方独立行政法人総合病院国

保旭中央病院正規職員及び任期付職員退職手当規程第７条第１項に規定する退

職手当の基本額となる給料月額を支給する。 

３ 年俸制を適用する正規職員及び任期付職員には、地方独立行政法人総合病院国

保旭中央病院正規職員、任期付職員及び再雇用職員の給与の計算及び支給に関す

る規程（以下「給与規程」という。）第13条の規定により通勤手当を支給する。 

（年俸の支給日等） 

第４条 基本年俸の12分の１の額及び通勤手当は、毎月21日に支給する。 

２ 業績年俸の２分の１の額は、６月及び12月に支給する。 

３ 前２項に規定する支給日が、就業規則第15条第１項に規定する所定休日に当た

るときは、その日の前において、その日に最も近い所定休日でない日に支給する。 

４ 年俸は、その全額を、直接正規職員及び任期付職員本人に現金で支給する。た

だし、その正規職員及び任期付職員の申し出により口座振込の方法により支給す
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ることができる。 

（基本年俸） 

第５条 基本年俸は、給与規程に定める給料、管理職手当、扶養手当、住居手当、

特殊勤務手当、宿日直手当、待機手当に相当するものとする。 

 （業績年俸） 

第６条 業績年俸は、給与規程に定める期末手当、勤勉手当、業務手当に相当する

ものとする。 

 （年俸の決定等） 

第７条 年俸及び給料月額は、その職務の複雑、困難、責任の度合いに基づいて理

事長が定める。 

２ 年俸は、４月１日から翌年３月31日までの１年間を単位とする。 

３ 年俸及び給料月額は、４月１日に前年度における法人の業績及びその正規職員

及び任期付職員の貢献度等に応じて改定する。  

 （年俸の減額） 

第８条 正規職員及び任期付職員が月の初日から末日までの期間の全日数にわたっ

て勤務しないときは、基本年俸の12分の１の額を支給しないことができる。 

 （端数の計算） 

第９条 年俸の額を算定する場合において、50銭未満の端数を生じたときはこれを

切り捨て、50銭以上１円未満の端数を生じたときはこれを１円に切り上げるもの

とする。 

 （年俸からの控除） 

第10条 法令によるもののほか職員代表との書面による協定により次の各号に掲げ

るものをその正規職員及び任期付職員の年俸から控除することができる。 

(１) 職員互助会の掛金 

(２) 千葉県市町村職員共済組合が行う共済貯金の積立金、貸付金の返済金及び

物資購入代金 

(３) 財産形成貯蓄の積立金 

(４) 団体扱契約を締結した保険会社に係る保険料 

(５) 職員駐車場及び宿舎の利用料 

(６) 院内保育園の利用料 

 (７) 地方独立行政法人総合病院国保旭中央病院貸付金貸付規程に基づく貸付金 
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 (８) 医師及び歯科医師の医局費 

   附 則 

この規程は、平成28年４月１日から施行する。 

   附 則（平成30年２月13日改正） 

 この規程は、平成30年４月１日から施行する。 

 


